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　同日夜には、日本看護協会が受章
記念祝賀会を開催。福井トシ子会長
は「お二人は卓越した行動力と情熱
で、看護界に新しい道を切り開いて
くださった」と秋山・竹下両氏の功
績をたたえ、受章を祝福した。

　8月 7 日、日本赤十字社
は東京都内のホテルで第
47 回フローレンス・ナイ
チンゲール記章の授与式を
開催した。認定特定非営利
活動法人マギーズ東京共同
代表理事・センター長など
を務める秋山正子氏と日本
赤十字社看護師同方会理事
長の竹下喜久子氏に、皇后
さまが記章を授与された

看護が支える

全員参加型社会の実現を目指して

地域共生社会

制度のはざまにある問題を地域の力で解決

　国が地域共生社会を提案する背景には、公的
サービスの限界と少子高齢化がある。「高齢者
＝介護サービス、障害者＝障害福祉サービス、
子ども＝子育て支援など対象者ごとにサービス
や相談窓口が分けられる“縦割り”だった」と、
従来の制度を振り返る岡島常任理事。近年では、

介護と育児の問題を同時に抱える人や 80 代の
親と働いていない 50 代の子が同居する生活困
窮世帯など、複合的な課題を抱える家族が増え
てきている。そのため “縦割り”体制では十分
な対応が困難になるといわれている。制度のは
ざまに取り残され、地域から孤立し、問題が深
刻化してしまうことが少なくないことから「課
題解決には公的サービスに加えて、地域の力が
これまで以上に重要になる」との考えを示した。

看護に求められる「地域づくり」の視点

　地域共生社会では、多様な人々が担い手とな
るため、住民の健康管理・重症化予防が大切に
なる。保健・医療面での看護への期待はもちろ
ん高まるが、地域づくりの視点も求められると
指摘する。「全員参加型社会のため『高齢者＝
サービスを受ける人』とせずに、病気や障害を
持ってもその人が活躍できる状況を想定し、環
境を整えることも必要です。地域の困り事や資
源をしっかり把握し、マネジメントすることも
看護職の重要な役割の 1つです」。
　地域づくりを進める上で欠かせないのが関係
者とのつながりだが、注意点もある。「例えば、
サービス提供者は利用者のみに目がいってしま
いがちですが、健康な高齢者や意欲のある住民
および企業などにも目を向け、地域全体を見つ
め直すことが大事です」と話す。
　視野を広げ、人と人・人と社会資源をつなぐ
ことにより、公的サービスの対象外の取り組み
にも挑戦できるという。例えば、コミュニティ
カフェを開催する際に企業が場の提供や飲料
サービスを行うことにより、利用者負担を抑え
ることができ、企業側は参加者に製品を PRす

ることができる。昨今、企業の社会貢献活動が
積極的に行われていることから、そうした取り
組みと協働して地域づくりを進める方策だ。

期待高まる訪看ST・看多機の拠点化

　複合的な課題を抱えるケースへの対応が増え
る中、訪問看護ステーションなどには、地域の
拠点として期待が寄せられている。中でも看多
機は多様なサービスを一体的に提供できるた
め、本会は本年度 3つの機能（①制度横断的な
サービス②住民交流③看看・多職種連携）を果
たす看多機の拠点化に関する試行事業を行って
いる。
　「制度のはざまに落ちる前に救い上げ、必要
なサービスや専門職につなぐ役割が看護師に期
待されています。看多機は、そうした支援の窓
口として地域での役割を果たしてほしいです」
と岡島常任理事は話す。さらに、訪問看護ステー
ションや看多機など地域の拠点化を進めるにあ
たっては「個別サービスだけではなく、その地
域や住民のために看護は何ができるかを考え、
行動に移し、さらに情報を発信していただきた
い」と呼び掛けた。
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第8回杉浦地域医療振興賞・助成
地域医療への貢献を表彰

　2016 年、国は「地域共生社会」の実現に向け、
「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部を設
置した。翌年には介護保険法・社会福祉法など
を改正し、共生型サービスの創設が盛り込まれ
るなど、着々と改革が進められている。
　多様なニーズに対応するには、さまざまな分
野にまたがる総合的なサービスの提供が不可欠
となることから、医療と生活の視点を持つ看護
職の役割は必然的に広がっていく。
　本連載の第 1回は、今後期待される看護職
の役割や訪問看護ステーション・看護小規模多
機能型居宅介護（看多機）などの拠点としての
機能に関する日本看護協会の岡島さおり常任理
事のインタビューを紹介。第 2回以降で先駆
的事例を取り上げる（全４回）。

賞した。
　助成では、看護職を含む多職種の
連携による地域包括ケアや健康寿命
の延伸に向けた取り組みを行う研
究・活動を募集。選考の結果、2019
年度は 9 件の研究分野と 13 件の活
動分野が助成対象となった。

　8 月 23 日、東京都内で日本健康
会議 2019 が開催された。同会議は
2015 年、健康寿命の延伸と適正な
医療の推進に向け、行政の支援の下
で民間組織が連携して実効的な活動
を行うために組織された。

日本健康会議2019
民間・行政の連携で健康なまちづくりを

第47回ナイチンゲール記章
秋山・竹下両氏の受章祝賀会を開催

　この日は、来賓の根本匠厚生労働
大臣や世耕弘成経済産業大臣があい
さつを述べたほか、実行委員として
日本看護協会の福井トシ子会長も出
席した。
　事務局からは、設立時に設定し

た「健康なまち・職場
づくり宣言 2020」の 8
つの目標のうち、現時
点で 6つを達成したこ
とが報告された。特に、
かかりつけ医などと連
携して生活習慣病の重
症化予防に取り組む自
治体を増やす宣言 2で
は、目標の 800 市町
村が達成されたため、
1,500 市町村に上方修

会議に出席した福井会長（中段左から４人目）ら

祝賀会で祝福の言葉を述べる福井会長（左）

（6月号に関連記事）。
　記章は、赤十字国際委員会が、顕
著な功績のあった世界の看護師を隔
年で発表し贈っている。これまで世
界で 1,517 人が受章し、日本からの
受章者は 110 人となった。

正して今後も取り組むことが発表さ
れた。
　三重県と熊本県からは、健康寿命
の延伸や健康づくりに対する地域で
の活動紹介があった。また、介護予

防の推進に向けた取り組みや、健康
保険組合の加入者の予防・健康づく
りへの取り組み状況を示した健康ス
コアリングレポートの展開に関する
発表もなされた。

　7 月 18 日、公益財団法人杉浦記
念財団は、杉浦地域医療振興賞と杉
浦地域医療振興助成の授与式を東京
都内で開催した＝写真。同賞は、人々
が住み慣れた地域で安心して暮らし
続けることを支援する団体・個人を
表彰するもので、今回は 5団体が受


